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西会津 冨士の郷 
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冨士の郷の活動がライオンズクラブより表彰 

 ライオンズクラブでは、自然環境の整備や保全活動に取り組んでいる個

人や団体を表彰しております。 

 今回、西会津ライオンズクラブの推薦により、ライオンズクラブ 

３３２-Ｄ地区（福島県が範囲）のガバナー始め３人の連名で表彰されま

した。冨士山道の整備や陳ヶ峯街道、戊辰戦争時の陣跡保全などが評価さ

れたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冨士の郷総会 実施 

平成 28 年度冨士の郷総会が 6 月 23 日(金)よる７時より

小清水集会所で開催されました。28 年度の事業報告、決算

報告が提案され満場一致で承認されました。28 年度で県の

サポート事業が終了し県補助金はなくなりますが、新たな制

度を見つけ今後も引き続き活動していくことが確認されま

した。役員改選もあり、以下のとおり全員再任されました。 

[会長 長谷沼清吉、副会長 貝沼眞･会澤真、会計 山口隆司、監事 長谷沼則夫･山口茂起] 

また、ふるさとだより編集委員は、星眞智子・貝沼眞・長谷沼則夫・山口茂起・長谷沼清

吉です。よろしくお願いします。 

◆ ◆ 富士ソフト創業者ご来訪と水仙ロードのスイセン満開

７月１日(土)に富士ソフトの創業者野澤宏様が来訪されました。ふるさとだよりで

時々紹介しているとおり、富士ソフトとは西会津冨士の郷のボランティア活動をして

いただいていることで大変お世話になっている間柄です。野澤さんは、１９７０年横

浜市にある団地の自宅兼事務所で富士ソフト(当時は富士ソフトウエア研究所)を起業

され、現在の東証一部上場の企業に育てた方です。 

当日、水仙の花は見ていただくことができませんでしたが、「富士ソフト水仙ロード」

や［野澤駅］の看板を見て、感激してお帰りになりました。 

下の写真は、４月に咲いた富士ソフト水仙ロードの様子です。 
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冨士山道と陳ヶ峯街道、陣跡の草刈り 

７月２日(日)、翌週の山開きを前にして、冨士山の参道および泥浮側の山道、そして 

陳ヶ峯旧街道と陣跡の 4 ヶ所を、およそ２０人が４班に分かれて草刈り作業をしました。

梅雨の時期にもかかわらず、雨にあたらず無事終えることができました。 

        
▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ ▿ 
なお、この日の午後は、にしあいづ観光交流協会主催「越後口戊辰の役史跡巡り」の 

イベントがあり、２０名ほどが陣跡を訪れました。主催者は、『数日前の下見の風景と一

変してとても見学しやすくなっていた』と、驚きつつ大変喜んでくださいました。 

   

◆ ◆ ご苦労様でした 富士ソフトのボランティア活動

 ７月２日(日)の冨士山の草刈りに、８名がおいでになりました。 

前日の１日(土)は、数年ぶりに水土里事業で修繕した林添堰が自然と漏水してしまう

ので、皆さんに堰を何回も踏み固めてもらいました。おかげさまで最後まで通水でき

るようになりました。 

     
 翌２日(日)は、恒例になっている登山道の整備です。整備も３年目になったので、

一の坂は登りやすくなりました。二の坂・三の坂も整備が進みました。 

 ９日(日)の山開きには、足場がしっかりして登りやすくなったと、好評でした。 
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 冨士山頂で ♪♬おんがくかい♫♪ 

７月１７日（月）、海の日に冨士山の頂上でコンサートが開かれました。 

丸山茂樹さん（プロゴルファーではない）がインディアンフルートやギターの演奏を始め

ると、飯豊山にかかっていた雲が切れ、しだいに姿を現していきました。 

そして、木々を吹きぬける風の音が合奏し、どこからともなく飛んできたオニヤンマと

クロアゲハが、音楽を楽しむように丸山さんの周りや観客の頭上を舞っていました。 

オニヤンマが冨士山頂まで飛んでくることはないそうで、これが音楽の力でしょうか。 

約２０名の観客は、自然と音楽の神秘さと不思議な空間にしばしひたっていました。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 4 回冨士山山開き◆ 

7 月 9 日(日)、第 4 回冨士山山開きが行われました。 

今回は高郷小土山地区が主催で、多くの方々が参加されました。 

◆ ◆ 保育園の年長児童も冨士登山！

7 月２７日(木)、保育園の皆さんが冨士登山に挑戦しました。いわき市、郡山市、

本宮市、喜多方市の５ヶ所の保育園から、年長の児童６５名、保育士さん１４名が

参加しました。地元冨士の郷では会長の長谷沼と副会長の貝沼が案内役を。  

児童たちは登山を楽しみながら、トンボやオニヤンマ、ウグイスの声など、ひと

つひとつに感動していました。 

頂上での大人気は何といっても祠(ほこら)の「胎内くぐり」。３回くぐると善人になる

との説明に、ほとんどの児童が胎内くぐりを体験。町内の年長児にもぜひこんな体

験や感動を味わってほしいなぁと思いました。 

遠いところから来て頂き、感動して帰っていただきました。「大人になったらまた

来てね」とお願いしてのお別れとなりました。 

   

漆窪に大型バス到着！     急な坂道もなんのその!!     みんながいい人に☺ 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 長谷沼清吉氏 出版記念祝賀会 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

 ４月８日(土)午前 11 時よりロータスインにおいて、『近世 山村の暮らし 主に山三郷高目村』

を昨年 11 月に自費出版された、長谷沼清吉氏の出版記念祝賀会が行われました。 

 初めに発起人を代表して柴崎の武藤喜平さんが挨拶、町公民館新郷分館長佐藤健一さんが祝

辞を述べ、記念品や花束贈呈のあと、清吉氏が謝辞を述べられ、友人の髙橋至さんの乾杯で 

祝宴が始まりました。 

新郷の清吉氏の友人や歴史好きの人が 50 名ほど出席し、新郷の歴史談義に花を咲かせなが

ら、出版を祝いました。 

    
武藤喜平氏の挨拶        佐藤健一氏の祝辞          記念品贈呈 

     
  長谷沼清吉氏の謝辞        高橋至氏による乾杯                 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29年度「あいづふるさと市町村圏協議会補助事業」  

編集後記✍ 
今年は梅雨明け前から、暑い日が続いております。この時期になると、いろいろな蝉の鳴き声が聞

かれます。早くはニイニイゼミ、ひぐらし、そしてアブラゼミ、さらに、梅雨明けの頃に鳴きはじめ

るミンミンゼミ。例年ですと７月 25・26 日ころに鳴きはじめるようですが、今年は例年より暑く感

じられるものの、真夏に鳴くミンミンゼミはまだ聞こえません。 

これも異常気象なのでしょうか？ 暑い夏を健康で乗り切りたいものです。    （長谷沼則夫） 

皆様よりご意見等をお待ちしています。fujinosato@nct.ne.jp または編集委員までお寄せください。 

住所など変更があればお知らせください。 

 

小清水・漆窪集落の予定 

 

8/11 漆窪道路草刈り 

8/27 小清水祭礼 

9/3  新郷地区体育祭 

9/9  漆窪祭礼 

 

長谷沼清吉氏 春の叙勲 受章 

このたび、長年町議会議員として

尽力されてこられた功績が認めら

れ、「旭日双光章」を受章されまし

た。なお、この秋に祝賀会等が予

定されており、詳しくは、次号のふ

るさとだよりでご紹介いたします。 

 

 

芸術村公募展と長期休館のお知らせ 

館内工事のため、８/１(火)より来年 

２月末まで休館となります。 

なお、芸術村公募展は、９/２３(土) 

から１０/９(月)まで、旧新郷小学校 

体育館で開催いたします。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ nishiaizu-artvillage.com/ 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ nishiaizuartvillage 


